
イン ドの水田土壌調査に行 って

久 馬 剛

高 谷 好 一

この旅行は京都大学農学部川｢｣研究室でお

こなっている東浦アジアな らびに南 アジアの

比較水田土壌学的研究の一部としておこなわ

れた ものである｡

調査隊の編成は川口教授 (土壌),久篤 (土

壌),高谷 (地質)の3名であった｡ 3名は 1

月9日 (1968年)Delhi着, 2カ月余のサ ン

プ リング作業をおこなった ｡ ただ時間的に 2

カ月間のインド滞在が許 されなかった川口教

授はサ ンプ リング作業には参加せず,久.日工

高谷が接触 しなければな らない関係機関に紀

行 して便主用J;-与を依頼 してまわり,先にイン

ドを離れた｡久馬,高谷はガンジス流域か ら

イン ド東海岸 にはいり, 3月15日,Madras

か らセイロンに渡 るまで,全行程を陸路ぞい

にサ ンプ リングを続けた｡以下の報告は,こ

の旅行中の経験を簡単にしるした ものである｡

前半に地方旅行の概況を,後半にインドの農

業研究機関のごくおおざっぱな紹介をおこな

っ た ｡

地 方 旅 行

1. 地 図 類

実際にはそれ らの入手はほとんど不可能であ

る｡理由は軍事機密に同す るというのである｡

したがって,ふつ う一般人が入手 しうる地図

類は下記の ものと考えてよい｡
一般地形図としては,

InternationalMapoftheWorld

l:1,000,000

1960年第 7版発行｡原則として等高線間

隔150m｡10色刷｡Survey oflndiaに

おいて印刷｡ 1枚2.5ル ピー｡

PhysicalMap1:1,000,000

1960-65年頃第 1版発行｡原則として等

高線は 150m｡地形学的な 特性がわか り

やす く表現 してあるのが特長｡10色刷｡

Ministry ofScientificResearch and

CulturalAffairs,India において製作｡

1枚 6.2ル ピーo

WorldAeronauticalChart1:1,000,000

1960-65年頃｡RAF1:1,000,000Aero-

nauticalChart(byWarOfnce.Lon-

don)に基づいて製作｡SurveyofIndia

より発行｡等高線間隔 1,000フィー ト｡

8色刷｡ 1枚3ルピー｡

なお RoadMapのた ぐいとしては,

RoadMapofIndia1:2,500,000

主要町村問の距離が km単位で示 してあ

る｡1962年第 2版が Surveyoflndiaよ

り発行｡インド全域を 1枚につづ った も

ので 4ル ピー｡

India&AdjacentCountries,
40milestoユinch

州別に色わけしてあるが,インフォーメ

ーションはそれほど多くない｡1962年,

第 4版が Surveyoflndia より発行｡

インド全域を 1枚つづ りにした もので 3

ル ピー｡

これ らの他に 1:4,000,000 ぐらい∽スケ

ールで数種のものが発行されているが,主要

大縮尺の地図はないわけではない｡ しか し, な ものは上記の ものでつきるであろう｡ こう
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した地図類は政府の MapSalesOfhce-行

けば簡単に購入できる.MapSalesOfnceは

Delhi,Calcuttaにある｡Surveyoflndiaの

ある DehraDunにもあるであろう.他にも

あるのかもしれないが筆者達は正確な知識を

もっていない｡

2. 車のチャーター

採取 しなければ ならない土壌 サンプル が

500kgをこすことが 予想 された｡それに,

われわれ 2人とさらに案内について くれるイ

ンド人研究者をいれると,その荷重から考え

てどうしても足まわりの強いジープが要求さ

れた｡われわれはこのため日本にいる時から

手をうってみた｡しかし,結局このジープさ

がLは失敗におわった｡ジープを提供できそ

うな業者はいなかったわけである｡

われわれが最終的に入手 しえた車は "Am-

bassador"と呼ばれる 1500ccの中型車であ

る｡乗用車だけに居住性はよいが,重荷重に

耐えうるかどうかははなはだ疑問だ｡われわ

れは最初の予定の DelhトMadras直行案を変

更して, Calcuttaで旅を二つに分けるとい

うことで,荷重の軽量化をはかることにした｡

Calcuttaまでの採集サンプ ルを Calcuttaか

ら日本に送り出し,ふたたび空身で Madras

に向け出発するという方法である｡だが,こ

れは,時間的に余裕のないわれわれには苦 し

いことであった｡船積みなどのために貴重な

時間をさかれたくなかったのである｡

こうした 不利はあったが,HAmbassador''

はそれなりの利点をももっていた｡インドで

走っている中型車の約 9割がたがこの "Am-

bassador"であるという事実である｡万一故

障がおこった場合,修理がどこでもできるだ

ろうということは大きな利点と考えられた｡

ところで長距離 レンタカーの場合ふつうは

AutomobileAssociation というのが 車のあ

っせんをして くれる｡この Associationはい

ろいろな情報をもっていて,レンタカーのあ
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っせん以外にも種々の旅行相談に応じて くれ

る｡ しかし,われわれはこれには頼 らず,大

使館の鈴木農務官に依頼 し同氏を通じて,串
の調査をはかることにした｡大使館に出入 り

する信用のおける業者の中から,いい ドライ

バーと車を選んでもらおうというのであるo

実のところ,われわれがもっとも心配 したの

は車にすべての荷物を積んで旅行 しているの

だが,ちょっとサンプリングにおりている問

に車ごと逃げられはしないかということであ

った｡日本出発前のインドにかんする情報は,

われわれにそうした想像をさせるに充分なも

のが多かった｡われわれは何よりも信頼でき

るドライバーの必要性を強調 し,その希望は

鈴木氏のおかげで完全にかなえられた｡

レンタカーの条件は,毎日かなりの距離を

走るということで,マイル ･ベースで計算す

るというふうに話がまとまった｡ 1マイルあ

たり0.7ルピー,別に ドライバーの宿泊費と

食事代として 1日30ルピーを支払う｡ほかに

は一切の出費はないというものである｡ただ

Calcuttaで車を乗りすてた場合,Calcutta-

Delhi問の帰路を 900マイル として,その分

のマイル ･チャージと3日分の ドライバ-の

宿泊費を追加支払いするというものである｡

この条件で約20日間使用 したが,結局 1日平

均 160ルピー,マイルあたりにすると1.1ル

ピーのレンタカーをしたことになった｡

旅行の後半に使う車は先行 した川口教授の

依頼で,Cuttackの C.R.R.Ⅰ.がチャーター

の話をまとめて くれた｡同じ "Ambassador"

であるが,Delhiでチャーターしたのよりは

型は古い.それに今度の ドライバーは英語が

話せない｡ しかし,前半の旅行ですでに,わ

れわれはインド旅行の経験者になっている｡

充分旅行がやりおおせるだろうという見通 し

があった｡こうしてわれわれは旧型の "Am-

bassador''に,どちらかといえば田舎者の,

そのかわりより善良そうな ドライバーをえて
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旅行を楽 しむことにした｡チャーター0)条件

はオーナーにiF1-.の使用量として 1日50ルビー,

ドライバーに宿泊ならびに食事代として 1｢I

IOルピー, 別に ガソリン, オイルは 実製を

こちらが 支払 うというものであるoMadras

でふたたび_車を乗 りすてるから, Madras-

CuttackH-Hの帰 りは実習を支払わねばならな

い｡こうして,毎Ljだいたい 150マイル 平均

oj走行距離で約 1カ月使用 したが, 返中の料
金を加算 して,結果は 1Liにつき約 100ルピ

ー,マイルあたりにすると 0.6ルピーという

ことになった｡

施行後, レンタカーの条件にかんして検 討

してみた結果,地元の人の手を通 じてチャー

ター したものが 一一番 や す く,Automobile

ることが判明した｡ちなみに,ガソリンは 1

リットルあたりふつうは 1ル ビ-強であった｡

道路の状態は予想以上によい｡乗用車に重
いソイル ･サンプルを積んで完走できたのは,

ひとえにこの道路状態のよさによるものだっ

たと考えられる｡全走行距離 12,000km のう

ちで未舗装部はほんの 2-3km そこそこで

はなかったか と思われる｡ これは予想外のこ

とであった｡ しか し,たとえ舗装はあるにし

て もその程度が州によっておおいに違うのに

も同時に驚かされた｡ UttarPradesh 州lTJJl

身の最初の ドライバーが 州 境を 越えて 隣の

Bihar州にはいったとたんに,はきすてるよ

だめなんだ./｣州意識の 強い インドでは 他

州にケチをつけるのがきっと快いのであろう｡

しか し,同時に,たしかに彼の主張は真実で

もあったoU.P.と Biharとでは道路の補修

にくらべ ものにならないくらいの差があった｡

自動 車旅行者にとって もっともありがたい

のは,どこの州 にいって も,かならず道標と

マイル ･ス トーンが完備 していることであろ

う｡旧柚上山出0)共通 した長所といえるか もし

れな い ｡ もっとも,われわれ にとってちょっ

としたとまどいを起 こさせたのは,マイル里

位とキロ里位の混合使用があったことである｡

今度の旅行では,サ ンプ リングというめん

どうなイ土井のためにどうして も二車C/)チャータ
ーをおこなわなければならなかった｡ しか し

急がぬ旅なら汽車とバス0)利用がかなりC/j杵

度にまでできるであろう｡特に北インドでは

鉄道網の発達がよい ｡~南インドと申央インド
では長距離バスがよく発達 している｡

3. 宿泊施設と食事

前.記 1:2,500,000道路地図には各地方の

1'眉目施設が記号で書き入れてあるoたとえば,

コ:Placeswhereboard and lodging are

available,

A iPlaceswhereonlylodginglSavailable,○:Otherplaces
といったた ぐいの分類がしてある｡これは旅

行計画をたてるのに大いに役立つ｡

こうした一般のホテル以外に,実 際にはレ

ス ト-ウスが普遍的にほとんど人口数千以上

の町ならどこにで も存在 しているo そして,

手づるさえあればこれに泊るのがもっとも実

質的である｡いろいろな種類のもojがあるよ

うであるが,多くは州政肝のインスペクショ

ン ･バ ンガロウのた ぐいだ｡日射こは町など地

方自治体の符理 しているレス ト-ウスもある｡

われわれは主として,,zHL封本省闇係のバ ンガロ

ウに泊まることが多かった｡前 もって通路さ

えしておけば,たとえ一般の旅行者で もこう

いうところに狛まれないことはない らしい｡

レス ト-ウスは時に一流ホテル以上の豪 隼

ti:もcDもあるOたとえば近年, 漕削計画 にと

もなって,ダム ･サイ トに建設された公共車

業省のあるレス ト-ウスなどは,ダム全休を

見渡せ る特等の地を古め,客圭は冷1)]･完備の

にはもっと質素なものが普通である｡ '6くC/)

レス ト-ウスは大伴からぶ J-'卜がった最岨機
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とはだかのベッドだけというのが標準である｡

こうした所では原則として食事はついていな

い. したがって到着したらまず第-にしなけ

ればならないことは,ボーイにお金を渡 して

食事の用意を頼むことである｡彼 らはそれか

ら市場に行って材料を買い,料理をする｡

こうしたレス ト-ウスの多 くは先にも述べ

たごとく,もともとが公務出張用にできたも

のであるから値段 も安い｡公務をおぴた人で

あれば宿泊者名簿に "Duty''と書いて,だい

たい0.5ルピー ぐらい支払えばよい.電気代

を支払うというのが原則 らしい｡私用の場合

はもう少 し高いが,それでも1-5ルピーであ

る.同じ程度の設備の地方のホテルが5-20

ルピーの部屋代を課すのに比べればかなり格

安な値段といわねばなるまいO

ここで少 し注意を換起 しておかねばならな

いことは,ホテルにしろレス ト-ウスにしろ

こうした地方旅行をおこなうには,ス リーピ

ングバ ッグか毛布を持参したほうがよいとい

うことである｡さらにできうることなら,蚊

帳をもってまわることだ｡蚊取線香でもよい｡

しかし,渦巻状の日本製のよく利く蚊取線香

は実のところインドでは手にはいらない｡ま

ったくききめのないのはスプレ-式の殺虫剤

である｡日本とちがって,多 くは天井がばか

に高い大きな部屋で,おまけに窓がふつうは

密閉できないから,薬がす ぐに消散してしま

う｡われわれは蚊取線香も蚊帳もない時には,

胴体を厳重にスリーピングバ ッグで くるみ,

顔を天井からつるした扇風機の真下において,

一晩中送風 しながら眠ったことがある｡防虫

効果は満点で,なれると快適でさえある.

からいということに加えて,近頃の食糧危

機ニュースもあって,インドの食料にかんす

る一般日本人のイメージはかなり悪いと思わ

れる｡しかし,実際にはそれはけっして旅行

者にとって決定的な打撃を与えるほどのもの

ではない｡とにかく,体力を維持 してゆくに
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充分な栄養と量はふつうにとれるといってよ

いのではなかろうかo具体的な食事の内容を

示すと次のとおりである｡朝食はゆで卵かオ

ムレツにチャパティとお茶｡これは,レス ト

-ウスでボーイに頼んでおけば用意してくれ

る｡ レス ト-ウス以外で食べようと思えばお

茶にちょっとしたお菓子がある｡インドでは,

どこでもスウィー ト類がかなり発達 している｡

たん白質を豊富に使用したスウィー トが多 く,

栄養は満点で ある｡この程度の朝食ならばふ

つう1-2ルピーどまりである｡昼食はたい

てい,移動中は町の食堂でたべるようになる

であろう｡中程度の町ならどこにでも米とカ

レーを食べさせ る店がある｡カレーは何種類

もあって,好みによって選ぶことができる｡

日本で悪名高いのはこの種のカレーであろう.

しかし,これもとび上がるほどからいもので

はないCただし, もしからい物がどうしても

苦手だという人には,ノン ･ヴェジクリアン

の店を推せんする｡ヴェジクリアン専門とい

われている店はさらにからい味付けがしてあ

るという話である｡ふつう4品 ぐらいのカレ

ーをとって,支払いは2-3ルピーであるo

夕食は,レス ト-ウスで別注文する方法がよ

いO依頼すれば,親を買ってきていろいろ料

理をして くれる｡海岸地帯だと魚のカレー煮

やフライもきわめて普通である｡別注文だか

ら,いわゆる時価であり,値段が一定 しない｡

それでも1人10ルピーを請求されると,今夜

はすごく高いじゃないかといぶかる程度のも

のである｡そして,たいていは満腹する以上

の量がある｡

ただ,インドにかぎらずいずれの土地で も

そうなのだが,最大の問題は生水ではないか

と思われる｡いっしょに旅行 したインドの研

究者達は,どこでも何のためらいもなく,コ

ップに何杯 もの生水を飲み干 していた｡実に

うまそうなのであるが,われわれにはそれほ

ど大胆な勇気は出なかった｡この-んが一種
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の限界でなかろうかといつ も考えるのである｡

農 業 研 究 機 関

今回の調査にさい して,われわれが接触 し

た農業研究機関のうち,連邦政府所属のもの

は次の3機関であった｡

IndianAgriculturalResearchlnstitute

(I.A.R.I.)

IndianCouncilofAgriculturalResearch

(Ⅰ.C.A.R.)

CentralRiceResearchInstitute

(C.R.氏.Ⅰ.)

他は いずれも州政府に 属する Agricultural

Researchlnstituteあるいは農科大学であっ

た｡

Ⅰ.C.A.氏.には Delhi到着後, 大使館の 鈴

木農務官の紹介で訪問 した｡ これは,全イン
ドにわたる農業および畜産関係の研究の促進,

指導,調整と農業教育を管轄す る機関である｡

同時にこれJはまた,外国の農業研究機関との

接触の窓口にもなっている｡今回,われわれは

実質的な接触は もたなか ったが,今後農業闇

係の調査などを行なう際には,まず ここと最

初に連絡をとれば好都合なことも多かろうと

思われ る｡ DeputyDirectorGeneralの Dr,

KanwarもtF.式な依頼があれば,最大限の便

宜をはか るといってお られた｡ただ今回のよ

うにできるだけ多 くの時間をフィール ド-也

て,調査を行ないたいなどというような時に

は,このルー トは,あるいはあまりに儀礼的

な面が多す ぎて,実質的でな くなる恐れがあ

るか もしれない｡Ⅰ.C.A.R.では各種の印刷物

を出版 し,一般にも市販 している｡その中に

は"Riceinlndia'',"SoilsofIndia"などの

ようにかな り文献的価値の大きいものもある｡

Ⅰ.A.R･Ⅰ.と C.R.氏.Ⅰ.についてはすでに渡部

忠世氏が ｢東南アジア研究｣2巻 4号に紹介

の記事を書いておられ る｡前者は 日本の農業

技術研究所にあたるものと考えてよかろう｡

後者は稲作に 対象 を 限定 した 中央丁軒先所で

あるo Ⅰ.A.RI.は Delhiの西郊外 にあり,

C.R.R.Ⅰ.はカ ルカッタの南 カタックにある｡

I.A.R.Ⅰ.は Agronomy,Botany,SoilScience

andAgriculturalChemistry などの部門に

わかれており,それぞれ多少 とも基礎的な研

究を行なう一方,大学院の M.S.および Ph.D.

コース0)教育を もおこなっている｡われわれ

揺,主 としてこの研究所の一部門となってい

る AlllndiaSoilandLandUseSurveyの

ChiefSoilSurveyer,Dr.S.Ⅴ.GovindaRa-

jan に接触 した｡ Delhiか ら Calcuttaまで

の問の土壌分布の 概略を 開いたり,各 州の

SoilSurvey関係の係官にサ ンプ リングサイ

トの選定や案内を依頼 して もらったりなど,

主要な便宜はこの人を通 じてえた ものである｡

同所は調査活動の面では,この Dr.Govinda

Rajanの指揮のもとに,今 250万分の 1程度

の SchematicSoilMapができつつあるとい

ったところである｡ しか し,その凡例か らう

かがえる Soilunitには,どうや ら国際的な

対比の上で問題がありそうなふ しがみられた｡

Delhi,Nagpur,Bangalore,Calcuttaの4カ

所に SoilCorrelationOfRce をおいて総括

作業を おこなっているが, Calcutta のオフ

ィスを訪ねた時の印象では,あまり精力的な

活動はないように受け取れた｡各州で独白に

おこなわれている土壌調査の結果の全円的な

対比,総括という仕事なども効率よく進め ら

れている段階ではないように思えた｡

Ⅰ.A.R.Ⅰ.の他の部門ではわずかに SoilSci-

enceandAgriculturalChemistryDivision

の Dr.N.P.Dattaに出合 ったに すぎないが,

ここで興味ある資料を もらった｡ SoilTesト

ingの結果 を もとに District単位 で, 栄

および小麦に対す る肥料三要素の応答可能性

を図示 したものである｡ Ⅰ.氏.Aエ の図書館は

建物, 内容ともに立派である｡館員 も有能か

つ親切だし,マイクロフィルム ･サービスな
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どもあって,利用しやすい｡

cuttack にある C.R.氏.Ⅰ.には 川口教授が

先行 して,Directorの Dr.Padmanabhanや

AgriculturalChemistの Dr･Pathaikと密

接な連絡がとられたOおかげで,Orissa州以

後のスケジュールの立案をはじめ,各州の農

業研究機関-の便宜供与の依頼から,自動車

の借りあげの交渉まで,あらゆる手はずが実

にスム-ズに処理された.われわれ両名はこ

の適切な処置に最大限の敬意を表 し,可能な

最大限の時間をフィール ド調査にあてたもの

である｡

たまたま,われわれが この C.R.Rエ を訪

れている時には,この研究所では前年度の仕

事の成果を連日,セミナー形式で発表してい

る時でもあった｡そして,わ れ わ れ も1日

Agronomyの報告を聞くことができた｡ここ

の Agronomist達が手がけている仕事は次の

ようなものであった｡

(1)SoilFertilityandFertilizerUse.(2)

VarietylntroductionofFertilizer.(3)Cul-

turallnvestigations. (4)Crop Sequence

andCroppingPattern.(5)WeedControl.

(6)IrrigationandWaterArrangement.(7)

AgriculturalMeteorologyand CropWea-

therRelationship.(8)Production Econo-

mics.(9)AgriculturalExtensionandNa-

tionalDemonstrationTrials.

報告の中でたとえば6月から翌年 5月にかけ

て水稲3作をおこない,年間計 15ton/haの

収量をあげたとか,Orissa の NationalDe-

monstrationTrialで 10.8ton/haという全

国一の高収をあげたというような話がでてく

る｡われわれがそれまでに調査 してきた各地

の水稲の収量の低さが信じられないような話

も多かった｡ともかくここでおこなわれてい

る研究はわが国の多 くの農業試験場などでお

こなわれているものと大差ないといってよい｡

しかし,われわれはこうした研究成果がイン
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ドの現状の中でどういう意味をもちうるのか

という疑問に襲われるのを禁じえなかった｡

以上が連邦政府に所属する研究機関のうち

で,われわれが訪問の機会をもったものであ

る｡ところで,もし,対象がかりに特定な-

州のみであるような場合には直接州の機関に

接触するほうにより実質的かもしれない｡州

政府からわれわれが受けた援助も中央政府の

それにおとらず,非常に大きなものであった｡

今度の調査では,UttarPradesh,Bihar,West

Bengal,Orissa,MadhyaPradesh,Andhra

Pradesh,Madrasの7州を歩きまわったが,

このうち,AndhraPradeshをのぞ く他の州

では,いずれ も州0j DepartmentofAgri-

culture に属す る AgriculturalResearch

lnstituteが 全 面 的 な 援助を して くれた｡

AndhraPradeshでは最近機構がかわり,敬

育および研究は州の農科大学に付属 し,普及

が DepartmentofAgriculture に属するよ

うになって,われわれは大学の中 の研究機関

としての AgriclllturalResearch Institute

に接触 し,ここからの援助をあおいだ｡普通

の場合,州の AgriculturalResearchlnsti-

tuteは AgriculturalCollegeと同一場所に

あり,前者が研究,後者が教育という分業を

している｡土壌関係の仕事はかつてはすべて

AgriculturalChemistの管轄下にあったよ

うであるが,現 在 では 州に よっては, Soil

Survey部門と SoilChemistryandFertility

部門とにわかれていることがある｡今度の調

査範囲内では Bihar州の SoilSurvey部門

は特別めだった存在で,もっとも積極的に能

率よく仕事をしているように思えた｡

州の研究機関では当然のことながら,外部

ではえられないような,その州に関する最 も

詳細な資料がえられる｡実際,それぞれの州

単位で印刷出版 している報告書の類の中には

資料としてかなり価値の高いものもあるよう

である｡おそらく,こういうものは外部では
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その存在す ら知 られていないものなのであろ

う｡

各州でわれわれが受けた暖かい待遇には,

忘れ難いものがいくつかある｡多 くの州では

AgriculturalChemistか SoilSurveyO用_-

cerが調査に同行 して くれて,サンプ リング

地点の選定から試坑の用意,はては宿泊,負

事の面倒までみて くれた｡また調査用の自動

婦を出して くれた場合 もある｡こうして,す

くなくともわれわれの経験 した限りでは,イ

ンドの農業研究機関は外国人訪問者に対 して

きわめて親切であり,調査などのためには種

種の便宜をはかって くれるように思えた｡と

ころで,こうした援助を受ける側のわれわれ

としては,返礼の用意をしておく必要がある｡

日射こはセ ミナーの開催を要求されたりす るか

ら,あらかじめそうしたことに対す る党悟を

しておくことが必要だ｡研究成果のスライ ド

などを持参 してゆ くことは, もっとも賢明な

方法であろう｡実のところ,Biharや Andhra

Pradeshでそれを要求され,不用意なわれわ

れは大いに而くらった次第である｡ Cuttack

では川 ｢†教授が立派なセ ミナーをやられた後

であり,われわれが到着 した時にはたい-ん

な好評をはくしていた｡

再 び 北 タ イ よ り

- ラフ ･ナ譜の調査 -

桂 満 希 郎

日 程

4月初めに試験が終了す ると,6月申頃ま

で大学の夏休みとなる｡この休みを利用 して

北部タイで仕草をすることについては,ずっ

と前か ら考えていたのであるが,今度やっと

2週間ばかり自由な時間が持てそうな見通 し

がついたので,大急ぎで旅行届を提出し,あ

ちこちに電報を打ち,バ ンコクから出て行け

ることとなったのである｡ 4月23畑 汽中二に

てバ ンコク発,24日朝チェンマイ着, 1泊 し

て25日の飛行機でチェンラーイ着,す ぐ車を

やとってメーチャンまで出かけ,いちおう郡

長に表敬,その日はチェンラーイにもどる0

26日朝,チェンラーイ県知事に面接の後, 再

度ジープでメ-チャンに行 く｡さらにエコム

(ChiangRaiHilltribeWelfareSettlement)

まで約15キロを行 く｡ニコムの所長 (Super-

intendant)に面接 の後, セ-ンチャイ村お

よびアルー村(共にアカ族)に出かけ, 会う
べき人に会い, 面接すべき人に面接をすませ

てから,仕事の打ち合わせをする｡今回の什

事の目的, 内容, 方法等を説明した後, イ

ンフォーマントとして 働いて くれる予定 の

C,Th.氏 (ラフ ･ナ族)を連れてメ-サーイ
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